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平成元年度秋田県内におけるイ ンフルエンザの流行について
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平成元年度の秋田県内におけるインフルエンザの流行

は過去 5年間のうちでも最大規模であり，前半は A香

港型，後半は B型の流行であった．本報では，今回の流

行状況及びウイルス学的血柑学的検西成績について報告

する．
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II 
材料と方法

A. ウイルス分離及び同定

集団かぜ罹患者 100名及び定点観測でインフルエンザ

と診断された患者 127名から採取した咽頭拭い液を分離

材料とした．ふ化鶏卵と MDCK細胞に接柾して， ウイ

ルス分離を行った．分離株の同定は， 日木インフルエン
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図1. 感染症サーベイランスにおけるインフルエンザ様疾患

発生状況並びにウイルス分離数

＊秋田県衛生科学研究所
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ザセンターから分与された A/Yamagata/120 / 86 

(H,N,) 株， A/Sichuan/2 / 87 (H,N,) 株 A/

Hokkaido/20 / 89（比N2)株， B/Yamagata/16 / 

88株 B/ Aich/ 5 / 88株の各フェレット感染抗血清

を用いた．また分離代表株に対する抗血清は，ふ化鶏卵

2代継代株でニワトリに免疫して得た， 抗A/Akita/ 

15 / 89 (H,N,)と抗A/AKita/ 12 / 89 (H晶）の血

清を用い，いずれも HI試験で行なった．

B. 被検患者血清

r＿記集団かぜ患者のうち 96名から得られたペア血清
について日本インフルエンザセンターから分与された上

記5株と分離株の A/Akita/ l / 90 (H晶）株を用い

てHI試験を行なった．また SRCF法（デンカ生研， イ

ンフルエンザA型， B型）を用いた抗体価の測定も併せ

て行なった．

m 結果と考察

今年度の秋田県の感染症サーベイランス情報における
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図2. 月別，地域別にみた集団かぜ発生状況の推移

インフルエンザ様疾患発生状況を図1に示した．それに
よると，患者届出総数は8,958名と過去5年間!)2)3H)では

最高の数値を示した．発生状況をみると，初めて患者発

生が観察されたのは 1月の第 1週目である．続いて2月

（第5週目）に入ると患者は激増し，中旬から下旬(7~

9週目）にかけてピークとなった． 2月中だけでも

6,969名の患者が発生し， この数は届山総数の 77.8％を

占めていた．その後，患者発生は急速に減少し， 3月下

旬に，終息宣告が出された．この間，感染症サーベイラ

ンス定点観測調査及び集団かぜ検査で分離したウイルス

は， A香港型35株， B型46株の計81株であった． A

香港型は 1月8日に定点観測調査で初めて分離され，そ

の後 1月中に 19株， 2月中に 15株 3月に 1株分離さ

れた．ー方B型は 1月29日に初めて分離され，その後

2月に 23株， 3月に 21株分離された．したがって今回

の流行は， A香港型が先行し， 2月に入って B型がこれ

に加わりビークを形成し 2月中旬以降は，終息をむかえ

るまでは B型が主流となる流行であったと推測された．

一方，月別，地域別にみた集団かぜ発生状況の推移を

図2に示す．休校，学年閉鎖，学級閉鎖等の措置をとっ
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図3．地域別にみた分離ウイルスの型別

--78 --



表1 ウイルス学的，血清学的検査成績

血 清 学 的

施 設 名

（検体採取年月日）

被平

検均 H 
患病

A/Sichuan AIHokkaido-AIYamagata 
者日 12/87 /20/89 /120/86 BIAich 
数急／回 (FhN2) (H,N2) | (Hぷ 1、): / 5 /88 

厨（80）＊寧I嘉（80）］鳥（ O）

B/Yamagata 
/16/88 

若美町鳴木小学校

(2. 1. 24) 

八章町湖北小学咬

(2. 1. 24) 

増田町増田小学校

(2. 1. 30) 

湯1尺巾高松小学校

(2. 1. 30) 

秋田市山王中学校
(2. 1. 30) 
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表2 A香港型， B型，混合感染推定症例
， 

血 清 学 的 検 査
ウイルス分離

SRCF H I 
血清番号 病日

A/Sichuan A/Hokkaido NYamagata 
B/ Aichi B/Yamagata 

A/Akita 
ふ化鶏卵 MDCK 

A型 B型 / 2 /87 /20/89 /120/86 
I 5 /88 /16/88 

/ 1 /90 
(Egg) 細胞(H心） （H芯） （Hぶり (H,N2) 

3 く8 く8 <32 <32 256 <32 <32 64 
(-) （＋） 

51360 

12614 16 32 く8 512 1024 256 64 128 ~2048 AH, 

表3 A香港型分離ウイルス同定試験成績

フェレット感染抗血消

No. I ウイルス抗原 Al福岡／c29/85 IAISICIIUAN/2/87 A／北海道／20/89 AIGUIZHOU/54/89 
No.1385 No.1484 | No.1575 I No.1599 

1 I A/福岡／c29/85 E-8 
’`  

2 I 
A/SICHUAN/ 2 /87 

E-10 

1024 

64 

64 

1024 

128 

512 

256 

64 

3 I A／北海道／20/89E-3 64 512 

128 

2048 

4 I A/GUIZHOU/54/89 I 128 
E-11 

5 i Al秋田／3/90 E-2 1 128 

6 Al秋田／14/90 E-2 I 32 

:. A/秋田／15/90 E-2 I 64 

8 i A／秋田／16/90 E-2 I 32 

256 

512 2048 

2
5
6
2
5
6
-
-
2
5
6
 口

128 128 

256 

512 

1024 128 

256 2048 128 
1 - ・ l - - - 1 

9 I A/秋田／21/90 E-2 128 

10 I A/秋田／22/90 E-2 64 

128 

128 

2048 I 128 

ー：048--I――冨―-

11 I A／秋田／26/90 E-2 32 512 2018 128 
__|  l - I- - l - - -I  

12 I A/秋田／29/90 E-2 128 256 2048 128 

13 I A/秋田／30/90 E-2 <32 256 5 l2 32 

竺IA／秋田／31/90
15 I A／秋田／32/90

161AI秋田／35/90

E-2 

E-3 

128 

64 

128 I 102,1 I 128 

--'~-+--~--1--:~ --
64 / 1024 -I 128 

E-3 
I 

512 1024 512 

No.1~4はワクチン抹
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た施設は， 1月中に9校であったのが2月に入って急増

し104校となり， 3月には 6校，合計 119校罹患者総数

18,220人の大規模な発生であった．地域別に発生状況の

推移をみると， 1月は秋田市，南秋田郡，山本郡の日本

海側地域と，県南部奥羽山脈よりの地域の発生が，主で，

分離ウイルスは，図3に示したように， A香港型であっ

た． 2月に入ると田代町，大館市，鹿角市を中心とした

屈北部と山形県よりの仁賀保町象潟町でも発生がみら

れ， A香港型と B型が検出された． 3月は県南部，秋田

表4 B型分離ウイルス同定試験成績

フ

No. ウイルス抗原 B／長崎／1/87
No.1458 

1 B／長崎／ 1/87 E-5 1024 
•~ 

2 B／山形／16/88 E-6 32 

3 B／愛知／5/88 E-6 256 

4 B/HK/22/89 C 2 E-5 <32 

5 B／秋田／8/90 E-2 <32 

6 B／秋田／9/90 E-2 <32 

7 B／秋田／10/90 E-2 <32 

8 B／秋田／13/90 E-2 <32 

， B／秋田／21/90 E-2 32 

10 B／秋田／11/90 E-2 <32 

1 1 B／秋田／12/90 E-2 <32 

12 Bl秋DJ/22/90 E-2 ＼ 
13 Bl秋11:1/23/90 E-2 

＼ 14 B／秋田／24/90 E-2 

15 B／秋田／25/90 lりー 2 ＼ 
16 B／秋田／26/90 E-2 

＼ -----------

＇ 
17 B／秋田／27/90 E-2 

No. 1~4はワクチン抹

工

市，能代市，大館市，阿仁町で流行が認められ， B型によ

る流行と推定された．以上のように，今回の流行はほぼ

県内全域に広まった．しかし，仙北地域での発生は認め

られなかった．

次に集団かぜ発生施設の中でウイルス検査を実施した

10校についての検査成績を表1に示した．被検査施設
10校中A香港型単独感染は 5校， B型単独感染3校，両

型の混合感染は 2校であった．血清学的検査成績をみる

と， HI抗体価有意上昇者数は， A香港型では， A/

レ ツ ト感染抗血清

B／山形／16/88 B／愛No知.15／453 /88 B/HK/22/89 
No.1500 No.1601 

<32 256 <32 

1024 <32 64 

<32 128 <32 
．＿  

64 <32 256 

512 <32 256 

512 <32 256 
- - -

256 <32 256 

256 <32 256 
．＿  

＇ 
1024 32 512 

512 <32 256 

256 <32 256 

＇ --- ・-

1024 <32 256 

1024 <32 256 
.. 

＇ 
.. 

1024 <32 512 

512 <32 256 

512 <32 256 
-

1024 <32 256 
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Hokkaido/ 20 / 89株に対して多く認められた． A香

港型分離株の A/Akita/ 1 / 90はA/Hokkaido/ 

20 / 89と同程度の抗体価有意ヒ昇率（％）を示した． B

型については， B/Aich/ 5 / 88株より B/Yamagata

I 16 / 88株に対して有意上昇者数が多く認められた．
また SRCF法は HI試験法より有意十昇率が高かった．

一方，混合流行か確認された 2校のうち，大久保小学校

はA香港型感染が 10名中3名に認められ，また B型の

感染者は 3名に認められた．また，鵜木小学校は 1＼香

港型感染が 10名中 9名に認められた．しかし他の 1名

は，表2に示したように血消学的検査では A香港型と B
型の両型に対して HI抗体価か有意上昇を示し， ウイル

ス学的検蒼では， MDCK細胞で A香港型ウイルスが分

離された．これは短期間に 2種類のウイルスが1辺製した
結果と考えられた．

表3,表4に分離株の抗原分析成績をホす．これは国

立予防衛生研究所で行なわれた成績である．今回分離し

た株は， A香港型については， A/Hokkaido/ 20 / 89 

株に近似しており， B郡では， B／山形／ 16/ 88株に

近似し， B／長崎／ 1/ 87, B／愛知／ 5/ 88株には

まったく反応しない株が多く，全国的な傾向5)と一致致

していた．

V まとめ

平成元仔度の秋田県におけるインフルエンザの流行

は， 1月上旬にはじまり 2月中旬からド句にかけてピー

—•- 82 --

クとなり 3月卜旬に終息した．前半は A香港型，後半B

型による混合流行であり，ほぼ県下全域に流行し，その

規模は過去5年間で最大規模であった．分離されたウイ

ルスの抗原分析の結果 A香港型では A/Hokkaido/ 

20 / 89株に近似し， B型はBl山形／ 16/ 88株に近

似しており，全国的な傾向と良く合致した．
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